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『平成１７年国勢調査結果の概要～独自集計と分析を含めて～』について










　　　




　　●県庁各課や各市町からの要望を踏まえて、県独自の集計を実施


　　　→①完全な独自集計


→②市町単位での表章


→③過去の国勢調査では集計されていない項目を遡及集計（３世代世帯等）


　　


●原則として昭和60年以降のデータを時系列で提供





●平成の市町村合併に対応したデータ提供





取りまとめの視点








　　●県および各市町が実施する各種施策の検証・企画・立案に活用される基礎的


データの提供


　


　　●国の集計結果に加え、県独自の視点による独自集計の結果を踏まえた分析を


行い、高齢者対策など県および市町の重要施策に活用する。


　　　　　


※独自集計…国の公表結果を元にした「加工集計」と調査票データを独自に


集計する「独自集計」をいう。





報告書作成の背景





調査結果の概要








　１　総人口、総世帯数


　　・福井県の人口は約821千人、本格的な「人口減少社会」へ突入


　　・人口集中地区への人口集中は概ねピークアウト


・一般世帯数は昭和60年の1.2倍に増加しているものの伸び率は鈍化





２　年齢・男女別人口、配偶関係


　　・人口ピラミッドは「ひょうたん型」に近い形に変化


　　・65歳以上人口は全体の22.6%、高齢化がさらに進行


　　・25～29歳女性の未婚率が初めて50%超に


　　・男性の生涯未婚率がこの20年間で約10ポイントの急上昇





　３　世帯の状況


　　・「単独世帯」、「２人世帯」が大幅増加し、世帯規模は縮小


　　・家族類型は「夫婦のみの世帯」、「単独世帯」が増加


　　・３世代世帯はこの20年間で「３世帯に１世帯」から「５世帯に１世帯」へ


　　・父子世帯はこの10年間でほぼ横ばい、母子世帯は1.4倍と大幅増





　４　住居の状況


　　・持ち家世帯の割合は75.8%と高いものの長期的には低下傾向


　　・1世帯当たり延べ面積は138.5㎡、国平均の1.5倍


　　・「持ち家の一戸建」から「民営借家の共同住宅」へシフト





　５　高齢者の状況


　　・世帯の高齢化の進行は市部で顕著


　　・子供夫婦や孫のいる高齢親族世帯は大きく減少


　　・高齢親族のみから成る世帯は約38千世帯でその半数が単独世帯


　　・高齢単身世帯は昭和60年の2.7倍に、その半数以上が後期高齢者


　　・高齢夫婦世帯は昭和60年の3倍に増加


　　


　６　外国人の状況


　　・外国人数は昭和60年の2.2倍、特に女性外国人の伸びが大きい


・この10年間で「中国」が5倍に急増し、「韓国・朝鮮」が2割強減少　
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